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Ｎ
Ｈ
Ｋ 

公
共
放
送
を
訴
え
る
ミ
ニ
番
組 

（
遠
距
離
恋
愛
ド
ラ
マ
） 

                 

「 

遠
い
ふ
た
つ
の
場
所
で 

」 
 

作 

大
岡
俊
彦 

             

（
撮
影
準
備
稿 

0
3
.
1
.
2
1
 

） 

 

登
場
人
物 

ミ
カ
（
２
５
） 

木
内
晶
子 

隆
司
（
２
５
） 

（
ミ
カ
の
彼
氏
） 

上
司
（
５
０
） 

（
配
属
先
、
宮
崎
県
の
上
司
） 

祐
一
（
２
５
） 

（
宮
崎
県
の
同
僚
） 
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○
午
後
、
ミ
カ
の
部
屋
（
春
） 

 

ガ
ラ
リ
と
窓
を
あ
け
る
女
（
ミ
カ
）
。 

窓
の
外
で
は
、
桜
が
咲
き
か
け
て
い
る
。 

ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
部
屋
は
段
ボ
ー
ル
が
山
積
み
。 

テ
レ
ビ
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
彼
女
。 

１
、
３
、
４
、
６
、
８
、
１
０
、
１
２
と
チ
ャ 

ン
ネ
ル
を
変
え
て
も
砂
嵐
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

ケ
ー
タ
イ
で
電
話
す
る
ミ
カ
。 

ミ
カ 

「
う
ん
。
も
う
着
い
た
。
こ
れ
か
ら
荷
物
あ
け 

る
。
…
え
、
今
日
東
京
雪
な
の
？ 

そ
う
な
ん
だ
。 

…
大
丈
夫
だ
よ
（
笑
）
」 

広
げ
ら
れ
た
新
聞
の
テ
レ
ビ
欄
。
飲
み
か
け
の 

コ
ー
ヒ
ー
を
と
る
ミ
カ
。 

ミ
カ 

「
あ
、
そ
う
そ
う
。
宮
崎
っ
て
さ
ー
、
テ
レ
ビ 

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
４
つ
し
か
な
い
の
。
知
っ
て
た
？ 

 

…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
教
育
、
あ
と
ふ
た
つ
。
（
笑
）
う
ん
、
全 

然
違
う
」 

隆
司(

声)
 

「
で
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ら
、
東
京
と
一
緒
で
し 

ょ
？
」 

ミ
カ 

「
あ
、
そ
う
だ
ね
。
じ
ゃ
明
日
か
ら
朝
の
連
ド 

ラ
は
一
緒
に
見
よ
う
よ
。
…
ま
じ
で
？
（
笑
）
」 

玄
関
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。
一
旦
電
話
を
切
り
、 

応
対
す
る
ミ
カ
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
集
金
人
が
来
て
い
る
。 

受
信
料
を
払
い
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
シ
ー
ル
を
も
ら
う
。 

ケ
ー
タ
イ
で
の
電
話
を
再
開
。 

ミ
カ 

「
早
速
受
信
料
払
っ
ち
ゃ
っ
た
」 

シ
ー
ル
を
い
じ
っ
て
い
る
。 

隆
司(

声)
 

「
ち
ゃ
ん
と
払
っ
て
る
ね
え
」 

ミ
カ 

「
当
た
り
前
じ
ゃ
ん
、
み
ん
な
で
支
え
な
い
と
」 

ミ
カ
Ｖ
Ｏ 

「
東
京
に
残
る
隆
司
よ
り
、
私
は
宮
崎
で
の 

仕
事
を
選
ん
だ
。
遠
距
離
恋
愛
に
な
っ
て
し
ま
っ
た 

二
人
の
、
き
ょ
う
が
一
日
目
。
滑
り
出
し
は
、
我
な 

が
ら
順
調
だ
っ
た
。
」 

 

○
夜
、
ミ
カ
の
部
屋 

 

布
団
に
入
っ
て
い
る
ミ
カ
。
電
気
を
消
す
。 
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Ｔ
Ｖ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
で
は
天
気
予
報
。
宮
崎
は
晴 

れ
。
東
京
は
雪
。 

タ
イ
ト
ル
『
遠
い
ふ
た
つ
の
場
所
で
』 

 

○
昼
、
会
社 

 
上
司 
「
（
宮
崎
弁
で
）
バ
カ
も
ん
！
」 

声
の
大
き
さ
に
驚
く
同
僚
達
。 

そ
の
中
に
悠
一
。 

上
司 

「
い
く
ら
新
人
っ
つ
っ
て
も
ち
ょ
っ
と
は
東
京 

で
や
っ
て
き
た
ん
だ
ろ
？ 

や
り
な
お
し
！
」 

た
く
さ
ん
赤
の
入
っ
た
原
稿
を
突
き
返
さ
れ
る 

ミ
カ
。 

ミ
カ 

「
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
赤
い
所
、
全
部
ウ
ラ 

取
っ
て
来
ま
す
。
」 

上
司 

「
そ
り
ゃ
、
む
り
だ
ろ
」 

ミ
カ 

「
そ
れ
で
い
い
で
す
よ
ね
？
」 

 

○
午
後
、
住
宅
街 

 

地
図
を
見
な
が
ら
道
に
迷
う
ミ
カ
。 

ス
ー
ツ
の
上
着
を
脱
い
で
、
汗
を
ぬ
ぐ
う
。 

 

○
夜
、
ミ
カ
の
部
屋 

 

ケ
ー
タ
イ
が
鳴
っ
て
い
る
。
隆
司
か
ら
の
着
信
。 

資
料
を
広
げ
た
ま
ま
突
っ
伏
し
て
い
る
ミ
カ
。 

ケ
ー
タ
イ
を
と
る
が
、 

ミ
カ 

「
ご
め
ん
、
も
う
ね
む
い
。
」 

 

○
朝
、
田
舎
道
（
な
ど
の
、
宮
崎
な
ら
で
は
の
風
景
） 

 

自
転
車
で
ゆ
る
や
か
に
走
る
ミ
カ
。
あ
く
び
中
。 

 

○
昼
、
会
社 

 

会
社
で
メ
ー
ル
を
眺
め
る
ミ
カ
。 

メ
ー
ル
『
隆
司 

４
月
１
８
日 

仕
事
中
。
ご
め
ん
ね
。
』 

メ
ー
ル
『
隆
司 

４
月
１
９
日 

ま
す
ま
す
仕
事
が
忙 

し
く
な
っ
て
き
た
。
』 
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メ
ー
ル
『
隆
司 

４
月
２
２
日 

今
は
ダ
メ
。
電
話
待 

っ
て
て
。
』 

大
き
く
た
め
息
を
つ
く
ミ
カ
。 

 

○
夜
、
ミ
カ
の
部
屋 

体
育
座
り
で
深
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
ミ 

カ
。
ケ
ー
タ
イ
を
に
ぎ
っ
た
ま
ま
、
ご
ろ
ん
と 

転
が
る
。 

 

○
夕
方
、
ロ
ー
カ
ル
駅 

 

待
っ
て
い
る
ミ
カ
、
め
っ
ち
ゃ
嬉
し
そ
う
な
顔 

に
。 

電
車
か
ら
降
り
て
く
る
、
荷
物
を
持
っ
た
男
（
隆 

司
）
に
思
い
っ
き
り
抱
き
つ
く
。
暗
転
。 

 

○
昼
、
ミ
カ
の
部
屋
（
夏
） 

 

窓
の
開
い
た
日
ざ
し
の
強
い
部
屋
で
、
Ｔ
シ
ャ 

ツ
短
パ
ン
で
麦
茶
を
飲
む
ミ
カ
。 

時
刻
は
８
時
１
５
分
。
朝
ド
ラ
を
つ
け
る
。 

ミ
カ
Ｖ
Ｏ
「
い
ま
だ
に
、
天
気
予
報
は
東
京
を
先
に
見 

て
し
ま
っ
た
り
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
間
違
え
て
し
ま
う
。

じ
ぶ
ん
の
中
に
、
東
京
と
い
う
癖
が
残
っ
て
い
て
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
」 

Ｔ
Ｖ
を
消
す
。 

ミ
カ
Ｖ
Ｏ
「
隆
司
は
一
度
来
て
く
れ
た
け
ど
、
あ
れ
か 

ら
メ
ー
ル
も
来
な
く
な
っ
た
」 

 

○
夜
、
飲
み
屋 

 

ミ
カ
と
同
僚
の
男
（
悠
一
）
。 

ミ
カ
が
泣
い
て
突
っ
伏
す
。 

ミ
カ 

「
も
う
ダ
メ
か
も
知
ん
な
い
…
」 

ケ
ー
タ
イ
メ
ー
ル
に
は
、 

『
隆
司 

５
月
６
日 

や
っ
と
家
に
つ
い
た
。 

ま
た
電
話
す
る
。
』 

ミ
カ 

「
だ
っ
て
コ
レ
も
う
い
つ
の
メ
ー
ル
だ
と
思 

う
？
」 

悠
一 

「
（
宮
崎
弁
で
）
遠
い
所
に
住
ん
で
ん
だ
か
ら
し 
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ょ
う
が
な
い
よ
、
ど
ん
ど
ん
、
時
間
ず
れ
て
く
の
は
」 

ミ
カ 

「
も
う
電
話
待
っ
て
る
の
や
だ
…
」 

悠
一 

「
俺
が
電
話
し
て
や
る
か
ら
」 

ミ
カ 

「
え
？
」 

悠
一 

「
は
じ
め
て
デ
ス
ク
で
会
っ
た
時
か
ら
言
お
う 

と
思
っ
て
た
。
俺
が
電
話
し
て
や
る
か
ら
」 

ミ
カ 
「
…
」 

悠
一 
「
い
い
で
す
よ
ね
。
」 

 

○
夜
、
外 

 

ミ
カ
が
待
っ
て
い
る
。
駆
け
て
く
る
悠
一
。 

強
引
に
肩
を
抱
く
悠
一
。 

ミ
カ
、
後
ろ
を
見
る
が
、
そ
の
ま
ま
悠
一
に
連 

れ
ら
れ
て
ゆ
く
。
暗
転
。 

 

○
朝
、
ミ
カ
の
部
屋
（
冬
） 

 

粉
雪
の
舞
う
窓
の
外
。
部
屋
に
は
ス
ト
ー
ブ
。 

朝
ド
ラ
を
見
な
が
ら
支
度
し
て
い
る
ミ
カ
。 

Ｔ
Ｖ 

『
ニ
ュ
ー
ス
速
報 

東
京
を
中
心
に
大
き
な
地 

震M
 
5
.
6

』 

ミ
カ 

「
え
？
」 

Ｔ
Ｖ 

『
各
地
の
震
度
は
以
下
の
通
り 

東
京
２
３
区 

 

震
度
４
』 

ミ
カ 

「
嘘
…
」 

ケ
ー
タ
イ
を
取
り
出
す
。 

か
け
よ
う
と
『
隆
司 

0
9
0
-
X
X
X
X
-
X
X
X
X

』 

ミ
カ 

「
で
も
、
今
さ
ら
何
話
す
の
よ
？ 

ゆ
れ
た
？ 

っ
て
聞
く
の
？ 

何
電
話
し
て
ん
の
私
…
」 

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。 

隆
司(

声)

「
ミ
カ
？
」 

ミ
カ 

「
ゆ
、
…
ゆ
れ
た
？
」 

隆
司(

声)

「
え
っ
、
何
で
知
っ
て
ん
の
。
」 

ミ
カ 

「
地
震
速
報
。
」 

隆
司(

声)

「
あ
あ
ー
。
す
っ
げ
ー
ゆ
れ
た
。
で
も
ぜ
ん 

ぜ
ん
大
丈
夫
」 

ミ
カ 

「
良
か
っ
た
。
」 

隆
司(

声)

「
…
元
気
？
」 

ミ
カ 

「
元
気
だ
よ
。
…
」 
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隆
司(

声)

「
ホ
ン
ト
ひ
さ
し
ぶ
り
。
…
電
話
で
き
ず
に 

ご
め
ん
ね
」 

ミ
カ 

「
こ
っ
ち
こ
そ
」 

隆
司(

声)

「
何
で
電
話
し
て
き
た
の
」 

ミ
カ 

「
あ
、
地
震
」 

隆
司(

声)

「
あ
、
…
そ
っ
か
」 

朝
ド
ラ
を
ぼ
ー
っ
と
見
つ
め
る
ミ
カ
。 

ケ
ー
タ
イ
か
ら
、
Ｔ
Ｖ
と
同
じ
セ
リ
フ
が
聞
こ 

え
て
く
る
。 

ミ
カ 

「
え
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
つ
け
て
る
？
」 

隆
司(

声)
 

「
う
ん
。
朝
ド
ラ
見
て
た
。
…
あ
、
そ
っ
ち 

も
同
じ
の
つ
け
て
る
ね
」 

ミ
カ 

「
な
ん
で
？
…
」 

隆
司(

声)

「
え
、
だ
っ
て
、
同
し
も
の
見
よ
う
っ
て
約 

束
し
た
じ
ゃ
ん
」 

ミ
カ 

「
し
た
っ
け
？
」 

隆
司(

声)

「
し
た
と
思
う
よ
」 

ミ
カ 

「
で
も
」 

隆
司(

声)

「
ま
あ
ね
。
（
笑
）
惰
性
か
も
」 

ミ
カ 

「
私
、
ず
っ
と
見
て
た
よ
」 

隆
司(

声)

「
え
、
じ
ゃ
あ
○
○
の
兄
さ
ん
が
実
家
か
ら 

出
て
き
た
所
、
見
た
？
」 

ミ
カ 

「
見
た
。
見
た
見
た
」 

表
情
が
明
る
く
な
っ
て
ゆ
く
ミ
カ
。 

ミ
カ
Ｖ
Ｏ
「
遠
い
ふ
た
つ
の
場
所
で
、
同
じ
も
の
を
同 

時
に
見
て
い
る
私
た
ち
は
、
ヘ
ン
だ
と
も
思
っ
た
け 

ど
、
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
っ
た
」 

朝
ド
ラ
は
終
わ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ス
の
時
間
に
な 

っ
て
い
る
。 

電
話
は
続
い
て
い
る
。 

ミ
カ
Ｖ
Ｏ 

「
ひ
さ
し
ぶ
り
に
旅
行
し
た
く
な
っ
た
。 

行
き
先
は
、
東
京
だ
ろ
う
」 

暗
転
。 

タ
グ
ラ
イ
ン
『
日
本
全
国
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
つ
な
が
っ
て 

い
ま
す
。
』 

   

タ
イ
ト
ル 

『
公
共
放
送 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
』 

 


